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研究成果の概要（和文）： 
	 消費者が専門的知識によらずに医薬品や食品の開示情報を理解しやすくなるような『情報ユ

ニバーサルデザイン』の創成に向けた基礎的知見を，心理学的手法により集積した。具体的に

は，医薬品パッケージのリスク情報の誘目性を高めるデザインや幼児の低アルコール飲料の誤

飲を防ぐデザインを提案し，その有効性を検証した。また，消費者が医薬品や食品の開示情報

をどのように認知するかを，年齢・知識・文化などの相違の観点から検討した。さらに食につ

いては，異種感覚統合に関する基礎的知見も集積した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
   We conducted a psychological study toward the establishment of informational 
universal design, which helps consumers to comprehend the information in labelling of 
medicines and foods regardless of consumers’ expertise. We proposed new package designs 
for medicines easy to identify their risk information and new designs for canned alcoholic 
beverage packages effective to prevent infants from drinking by mistake. Besides, we 
scientifically verified the validity. In addition, we investigated how consumers’ age, culture, 
and expertise affect the evaluation of labeled information by the consumers. Furthermore, 
we also accumulated basic findings about multisensory integrations in eating behavior. 
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１．研究開始当初の背景 
	 我が国では医薬品のコンビニ等での販売
開始や食品のトレーサビリティ表示に伴い，
消費者自身が開示情報に基づく商品選択を

行なうようになってきている。しかし，医薬
品や食品に関する科学的情報を読み取る訓
練を受けていない一般消費者は，正しい知識
を持たないまま専門的情報の理解と適切な
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判断を行う責任が課せられている。 
	 人々の生活の質に著しく関連する医と食
について，情報のユニバーサルデザイン(UD)
が必要であると我々は考えた。その実現のた
めには，消費者が医薬品や食品をどのように
見て・感じて・考えて，購買・利用するのか
を詳細に理解する必要がある。しかし，当時
の現状では商品のパッケージやその文脈に
対する消費者の知覚・認知について，科学的
根拠に基づいた知見が十分集積されていな
かった。 
 
２．研究の目的 
	 上述の状況を打開するために，本課題では
心理学的手法を利用して，医と食における情
報UDの創成に向けた基礎的知見を集積する
ことを目的とした。ならびに情報UDのプロト
タイプを制作し，その効果を検証することで，
情報UDの知見を実社会へ応用できる段階ま
で到達させることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 医薬品パッケージの記載情報に対する消
費者の注目度 
 
	 コンビニなどで購入できるOTC(Over The 
Counter)医薬品の外箱記載情報のどの部分に
注目が集まるかを，視線の流れや停留時間を
計測する眼球運動測定によって調べた。また，
外箱記載情報をもとに購買を決める際にどの
項目を重視したかを質問紙調査で調べた。 
	 ここでは，消費者の年齢・専門的知識・日
米の文化差などの要因の影響があると予想し，
実験参加者をこれらの要因に基づいてグルー
プ分けしてグループ間の相違を比較した。ま
た，大手製薬ブランドとプライベートブラン
ドの違いの影響も調べた。 
	 医薬品のリスク情報と効能・効果の情報の
ような，損益の両極にあるこれらの情報に対
する注目度の違いが現れると予想して研究を
行った。 
 
(2) 医薬品パッケージにおけるリスク情報の
誘目性を高めるデザインとその有効性 
 
	 OTC医薬品には，副作用などのリスクの度
合いによって 1類，2類…とリスク分類表示
が記載されている。この分類表示が注目の集
まりやすい，つまり誘目性の高いデザインで
あれば，消費者の購買における事故を予防に
つながると考え，数種の新たなデザインを作
成した。 
	 そして，これらのデザイン案を用いた眼球
運動測定と質問紙調査により，新デザイン案
の有効性の検証を試みた。 
 
(3) 食品パッケージに記載される特保マーク

が消費者の注目に及ぼす影響 
 
	 特別保健用食品，略して『特保』は健康増
進を図るものとして認定された食品である。
特保マークは食品パッケージに記載されてい
るが，消費者が栄養成分まで詳しく見ている
かどうか，商品に対する安心感にどのように
影響しているかは検討されていなかった。 
	 そこで，眼球運動測定と質問紙調査により
消費者が特保マーク記載の食品パッケージの
どこに注目して，栄養成分表示についてどれ
ほど注意しているのかを調べた。 
 
(4) 幼児によるアルコール誤認を防ぐための
新しい酒マークの考案とその有効性 
 
	 文字の読めない幼児でも酒であることを認
識しやすいように，従来の文字のみの酒マー
クに対する改案として，ピクトグラム(意味を
端的に表す絵)も用いた酒マークを考案した。
新しい酒マークと従来の酒マークを用いて，
幼児に対して，どれがお酒でどれがジュース
かを問う実験を実施して新しい酒マークの有
効性を検証した。 
 
(5) 植物工場製野菜の広告が安心感や購買意
欲に及ぼす影響 
 
	 持続可能性の高い生産方法として注目を
集める『植物工場』がある。植物工場の普及
に向けた基礎的知見を集めるため，植物工場
で作られた野菜についての認知が購買意欲
へどれだけ影響するかを質問紙調査で調べ
た。また，植物工場製野菜の広告が購買意欲
にどのように影響するかを，CM広告のプロ
トタイプを制作してサンプルとして用い，野
菜の特徴を説明する『情報的要因』と広告に
喚起される印象である『情動的要因』との観
点から検討した。 
 
(6) 乳児における視覚-嗅覚の連合の検討 
 
	 食行動において重要な役割を果たす視覚
と嗅覚について，これらの連合がどのような
発達を遂げるかは十分には理解されていな
い。そこで，乳児に対する実験で検討した。 
	 イチゴとトマトの写真と，イチゴとトマト
の香りとを，それぞれ一致または不一致させ
て呈示した際の乳児の視線を計測すること
で選好の度合いを調べた。例えばイチゴの写
真と香りを呈示する一致条件において，乳児
がイチゴ写真をより長く注視すれば，乳児は
写真と香りを結びつけて認識していると判
断できる。 
	 そして，この視覚と嗅覚の連合には経験が
必要であるかを調べるため，イチゴの旬の時
期とそうでない時期とでそれぞれ実験を実



施した。 
 
４．研究成果 
(1) 医薬品パッケージの記載情報に対する消
費者の注目度 
 
	 眼球運動測定実験と質問紙調査の結果，医
薬品外箱記載情報を判断する際に，若年者は
薬品名やキャッチコピーにより注目し，高齢
者は使用上の注意などのリスク情報により
注目することがわかった。さらに若年者につ
いては，薬学部学生と他学部学生とを比較す
ると，薬学部学生はよりリスク情報に注目し
ており，この傾向は医薬品のリスクが高まる
とより顕著であることがわかった。 
	 一方，日米の文化の違いについても比較し
たが，アメリカ人は日本人よりもリスク情報
に注目することがわかった。 
	 さらに大手製薬ブランド(NB)とプライベ
ートブランドとを比較した結果，NB では成
分よりも薬品名に注目が集まり，薬品名やブ
ランド名が購入の決め手になりやすいこと
がわかった。 
	 以上のように，消費者と一口に言っても，
様々な属性の消費者がおり，それぞれに行動
の特徴があることが明らかになった。したが
って，より安心・安全に利用できる医薬品を
作り出していくためには，これらの知見をパ
ッケージデザインへ応用する必要がある。 
 
(2) 医薬品パッケージにおけるリスク情報の
誘目性を高めるデザインとその有効性 
 
	 医薬品パッケージにおけるリスク分類表
示の誘目性を高めるために，リスクの程度を
目盛りで可視的に表現し，さらに高彩度色の
ピンクを用いることで，目立ちやすいデザイ
ンの作成に成功した。 
	 この新デザインの有効性を眼球運動測定
と質問紙調査で検証したところ，新デザイン
のリスク分類表示に注目が集まりやすいだ
けでなく，使用上の注意や成分などの安全性
に関わる項目にも注目が集まり始めること
がわかった。さらにリスクの程度を判断する
追加実験を行ったところ，この新デザインを
用いた医薬品パッケージでは，リスク分類表
示をリスクの程度の判断材料にしやすいこ
とがわかった。したがって，伝えたい情報を
適切にデザインに反映させることで，医薬品
の購買行動における適切な判断を促せるこ
とが明らかになった。 
 
(3) 食品パッケージに記載される特保マーク
が消費者の安心感に及ぼす影響 
 
	 眼球運動測定の結果から，特保マークに注
目しない人ほどパッケージの栄養成分表示を

よく見る傾向があることがわかった。また，
質問紙調査の結果から，実験参加者は栄養成
分のすべてを熟知しているわけではないこと
がわかった。 
	 これらの結果から，特保マークは，消費者
は栄養成分を熟知せずとも，栄養成分表示を
注意深く読まないことが示唆された。すなわ
ち，特保マークが表示されているというだけ
で消費者が安心してしまい，栄養成分表示を
詳しく知らずに商品を選択してしまう可能性
がある。 
 
(4) 幼児によるアルコール誤認を防ぐための
新しい酒マークの考案とその有効性 
 
	 文字のみ用いた旧酒マークとピクトグラ
ムも用いた新しい酒マークとを用いて，幼児
にジュースか酒かを選択してもらう実験を
行った結果，幼児は新しい酒マークを基準に
してジュースか酒かを選択していることが
わかった。 
	 文字だけでなく絵も用いたピクトグラム
のほうが，幼児にとって意味を理解しやすい
と考えられる。ピクトグラムを用いることは，
誤飲を防止する効果的な方策であるととも
に，幼児にとってリスクとなり得る様々な物
や場にも応用できるであろう。 
 
(5) 植物工場製野菜の広告が安心感や購買意
欲に及ぼす影響 
 
	 質問紙調査の結果，植物工場やその野菜を
知っていることは直接的には購買意欲へ影
響しないことがわかった。CM 広告を用いた
調査の結果『商品の特徴がわかりやすい』と
いった情報的要因よりも，『面白い・安心で
きる』といった情動的要因のほうがより購買
意欲を向上させることがわかった。 
 
(6) 乳児における視覚-嗅覚の連合の検討 
 
	 乳児が参加した実験の結果，イチゴの写真
と香りが一致して呈示される条件で，より注
視が長くなった。乳児の段階で視覚と嗅覚を
関連づけて食べ物に接することが示唆され
た。さらに興味深いことに，イチゴの旬では
ない時期，すなわち乳児がイチゴにあまり接
しない時期では，このイチゴ写真と香りの一
致への選好は認められなかった。したがって，
視覚と嗅覚の連合による選好には経験も必
要であることが示唆された。 
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